
内水被害は災害発生後の事後処理のみ可能 

• ポンプ車などの排水装置を効率的に運用する必要 

浸水地域の全水量を把握することで, 被害の早期復旧が可能 

• 水防団/消防団が容易に設置可能なシステム 

内水被害発生 ポンプ車による排水 

浸水地域の水量を把握し, 被害の早期復旧に活用 

IoT技術を活用した減災・災害把握 
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